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2024年2月18日（日）非常に暖かい晴れ 17℃

【参加者】浅井、石田K、遠藤、渋谷、矢部、間宮（6名）

【目的地】蒲生船着場

【回収したごみ】 30L×3、45L×2、アルミシート

【コメント】遠藤、間宮

【ノート】間宮 

特定非営利活動法人 草加市カヌー協会

お互いに見守り、1人にしない



今日艇庫に行ったら既にたくさんの
和舟の方々がいらっしゃいました

先週が練習日のハズでしたが、変更に
なったようで、確認不足でご迷惑をお
かけしました。
文化観光課の方とLINE交換すること

ができたので、以後はしっかり確認し
て皆さんにお伝えしたいと思います。
今日は全体にゴミが少なく、春を感

じながらゆったりとゴミ拾いしまし
た。
和舟にも気持ち良く挨拶しました。
休憩もコンビニで、午後に用事があ

る人もいたので早めに帰途に。

【トピックス】

ところが、先頭にいた遠藤さんが
風間辺りで沈

私たちの写真を撮ろうとしてパラ
ンスを崩してしまったようです。
すぐに渋谷さんと矢部さんが救助

に入り、カナディアンの後ろに捕
まって風間船着場に上陸することが
できました。

幸い怪我も無く、事なきを得まし
た。
①コクピットにゴミが無く、すぐに
脱艇できた。(往路では拾ったゴミを
コクピットにたくさん入れていた)
②遠藤さんの周りに人がいて、すぐ
に救助に入ることができた。(お互い
に見守り、1人にしないことが大事)
③暖かい日で無風だった。(水温に加
え、上陸しても風で低体温になって
しまう)

慣れている人でも、いつなんどき
パランスを崩して沈するか分かりま
せん。(間宮もヒヤッとしたことが何
度もあります)
拾ったゴミは小まめに母船に移

し、沈した時に脱艇できないという
ことがないよう注意しましょう。

（ノート 間宮）



大変ご心配をおかけしました。
水上で写真を撮ろうと、川の流れと直角になりバランスを崩して沈をしてしま
いました。
本日、２０２４年２月１８日、８：００の水温は１３.1℃、気温１３．

３℃、無風でした。
昨年同時期の２０２３年２月１２日の水温は６℃だったことを考えると、不

幸中の幸いだったと思います。
また、カヌーには、ごみの量が少なかったことも幸いして、沈脱はスムーズ

にいったように自分では感じましたが、パニック状態に陥ったことは確かで
す。
母船の後部につかまり、牽引していただくなど皆さんの助けがあって、無事

に風間の船着場に上陸することができました。
風間上陸後、体調に問題ないことを確認し、早急に船着場に戻り、自転車で帰
宅しました。帰宅後の体調も問題ありませんでした。
間宮さんもご存じの通り、低体温症は寒さなどで体の熱が失われ、体の奥の

深部体温が３５℃以下になると症状が現れ、冷水ではわずかな時間でも意識不
明になり、５℃以下の冷水に浸かると体中、ナイフに刺されるような激しい痛
みに襲われ、すぐに体が動かなくなってしまうそうです。
例えば、意識不明までの時間は水温０～５℃では１５～３０分、水温５～１

０℃では３０～６０分、水温１０～１５℃では１～２時間という具合です。
まだまだ寒い日が続きますので、よりいっそう安全に気をつけて活動を続けて
いきたいと思います。
＜追伸＞
私は、携帯にひもを着けて首から下げたのは、つい先日からです。首から下

げるようにしたおかげで川底に落とさないで済みました。
水に浸かった時間も１分程だったと思います。
水没直後、携帯の画面操作は問題なかったものの、充電ポートに入った水の

影響で充電することができず、不穏な気持ちになりましたが、充電ポートを必
死にドライヤーで乾かしたところ、充電機能も復活しました。
noteに記載していただく場合は本文を使っていただいても大丈夫です。本当

にご心配をおかけしました。

遠藤さんからのコメント

夏頃KPC (越谷パドリングクラブおひさま)の企画で沈脱講習会が予定され
ています。
いざという時のために、たくさんの方に参加していただきたいです。

できるだけ早めにアナウンスするようにします。
また、やはり夏になってしまいますが、綾瀬川で間宮が水からカヌー(カナ

ディアンやタンデム)に上がれるか実験する予定です。

間宮さんからのコメント


